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住 所     静岡市清水区天神二丁目8番1号 
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（JASDAQ ・ コード番号：6286） 
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平成 22年 3月期 通期業績予想（連結・個別）との差異に関するお知らせ 
 

 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 22年 1月 29日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしました

のでお知らせいたします。 

 

記 

 
1 平成 22年 3月期通期（平成 21年 4月 1日～平成 22年 3月 31日）業績予想の修正 

（1）連結                                 （単位：百万円） 

 売 上 高     営 業 利 益 経 常 利 益     当期純利益 
1株当たり

当期純利益

前回発表予想(A)     20,400 170 215 80 15 円 24銭

今回発表予想(B) 21,219 311 363 145 27 円 68銭

増減額(B-A) 819 141 148 65 ―

増減率(%) 4.0％ 82.9％ 68.8％ 81.3％ ―

（ご参考）前期実績 
（平成 21年 3月期） 

22,053 △286 △229 △273 △52円 03銭

 

（2）個別                                 （単位：百万円） 

 売 上 高     営 業 利 益 経 常 利 益     当期純利益 
1株当たり

当期純利益

前回発表予想(A)     8,500 35 110 65 12 円 38銭

今回発表予想(B) 8,612 129 212 128 24 円 56銭

増減額(B-A) 112 94 102 63 ―

増減率(%) 1.3％ 268.6％ 92.7％ 96.9％ ―

（ご参考）前期実績 
（平成 21年 3月期） 

9,409 △178 △81 △22 △4円 29銭
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2 修正の理由 

（1）連結 

産業機械事業は、一部案件が次期に繰越しとなったことから、前回の見込を僅かに下回る売上

高となりました。しかし、冷間鍛造事業は納入先の輸出持ち直しによって回復基調で推移し、

電機機器事業では、県内の市況が若干改善されて、製造業向けのＦＡ関連機器の販売が予想を

上回りました。また、車両関係事業では、エコカー減税・補助金といった国の緊急経済対策が

一定の効果をあげて新車需要が回復の兆しを見せ、特に期末にかけて新車販売の伸びが加速し

て登録車の販売が増加いたしました。これらのことから、連結売上高は 212億 1千 9百万円と

なる見込みです。 

利益面につきましては、売上高の増加に加えて、冷間鍛造事業で工場の操業が上がったことに

より利益率が改善して赤字幅を圧縮することができ、また、車両関係事業で比較的利益率の高

い登録車の販売台数が増加したことが利益の改善に貢献いたしました。更に、グループ全体で

の販管費削減の効果もあり、営業利益 3億 1千 1百万円、経常利益 3億 6千 3百万円、当期純

利益 1億 4千 5百万円となる見込みです。 

 

（2）個別 

個別業績予想の修正につきましても、連結業績予想と同様の理由によるものであります。 

 

以上 

 


